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主
な
記
事
＝

　７月５日、須貝邸が生まれ変わり宿
泊施設としてオープンしました。

「新庄宿 須貝邸」オープン



　

７
月
５
日
（
金
）
が
い
せ
ん
桜
通

り
へ
新
た
に
宿
泊
施
設
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
当
日
は
多
数
の
ご
来
賓

を
賜
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
執
り
行
い
ま
し
た
。　

　

小
寺
美
作
県
民
局
長
並
び
に
木
村

真
庭
観
光
局
事
務
局
長
よ
り
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
、
新
庄
村
の
観
光
に
関

す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
を
評
価

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
須
貝
邸

を
応
援
す
る
と
の
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

が
い
せ
ん
桜
通
り
の
観
光
拠
点
と

し
て
、
交
流
人
口
の
増
加
、
さ
ら
に

は
定
住
人
口
増
加
が
実
現
す
る
よ
う
、

指
定
管
理
者
で
あ
る（
株
）ま
ち
づ
く

り
新
庄
村
と
協
力
し
て
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
に
あ
た
り
、
多
く
の
関

係
各
位
よ
り
、
ご
指
導
・
ご
支
援
並

び
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

日
並
）

　

６
月
27
日（
木
）・28
日（
金
）の
両
日
、

奈
良
県
吉
野
町
を
会
場
に
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
総
会
が
全
国

各
地
の
加
盟
村
か
ら
約
3
0
0
名
の

参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
理
事
会
及
び
近
畿
・
中

国
・
四
国
地
方
の
加
盟
村
担
当
者
会

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
担
当
者
会
議

で
は
各
加
盟
村
の
実
情
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
、
実
施
可
能
で
負
担

の
な
い
範
囲
で
交
流
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
、
定
期
総
会
が
行
わ

れ
、
青
森
県
西
目
屋
村
が
新
た
な
加

盟
村
と
し
て
承
認
さ
れ
、
加
盟
村
は

64
の
町
村
・
地
域
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
総
会
は
熊
本
県
高
森
町

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

千
葉
）

　

６
月
17
日（
月
）、
村
内
に
お
け
る

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
式
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
相
談
員
は
自
治
体
の
長
と

自
衛
隊
の
地
方
協
力
本
部
長
が
連
名

で
委
嘱
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
も

相
談
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
鍛
冶
屋
地
区
の
佐
藤
始
男
さ

ん
に
引
き
続
き
お
願
い
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

任
期
は
２
年
間
で
す
。

（
総
務
企
画
課　

千
葉
）

　

こ
の
度
、
識
見
の
監
査
委
員
に
髙

島
昌
司
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
令
和
元
年
６
月
22
日
か
ら

令
和
５
年
６
月
21
日
ま
で
の
４
年
間

で
す
。

（
監
査
事
務
局
）

　

７
月
か
ら
産
業
建
設
課
で
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

前
原
徳
文
と
申
し
ま
す
。
自
然
豊
か

で
、
住
民
の
方
々
が
心
温
か
い
新
庄

村
で
働
け
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
不
慣
れ
な
こ
と
も
多
く
、

皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ

と
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

前
原
）

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

全
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で

安
心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

７
月
は
強
調
月
間
で
あ
り
、
７
月

１
日
に
は
真
庭
地
区
保
護
司
会
の
方

が
新
庄
村
役
場
を
訪
問
さ
れ
、
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
真

庭
地
区
保
護
司
会
会
長
で
あ
る
、
高

橋
正
延
さ
ん
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
に
は
、
本
運
動
の
社
会
的
意

義
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
犯
罪
の
な

い
幸
福
な
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
む

決
意
の
し
る
し
で
あ
る
「
幸
福（
し
あ

わ
せ
）の
黄
色
い
羽
根
」
の
下
、
様
々

な
分
野
か
ら
本
運
動
に
多
く
の
方
々

の
ご
参
加
が
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

　

６
月
12
日
（
水
）
、
新
庄
小
学
校

に
て
、
サ
ッ
カ
ー
女
子
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
リ
ー
グ
の
岡
山
湯
郷
ベ
ル
を
お
招

き
し
、
「
人
権
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い

教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
人
権
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
教

室
」
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
ふ
れ
あ

い
、
選
手
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
に
人
権
意
識
を
も
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
す
る
活
動
で
す
。

　

活
動
に
は
、
新
庄
小
学
校
の
全
児

童
が
参
加
し
、
岡
山
湯
郷
ベ
ル
の
DF

秦
美
結
選
手
、
MF
木
龍
七
瀬
選
手
、

FW
足
立
英
梨
子
選
手
、
服
部
宣
明
コ

ー
チ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
き
、

一
緒
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て

過
ご
し
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
、
「
選
手
と
一
緒
に

サ
ッ
カ
ー
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
。
」
「
助
け
合
う
こ
と
、
感
謝
を

伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

た
。
」
な
ど
の
感
想
が
多
く
、
サ
ッ

カ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、
選
手
た
ち

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
、
心
に
残
っ

た
よ
う
で
し
た
。

　

こ
の
活
動
で
学
ん
だ
気
持
ち
を
学

校
生
活
の
中
で
も
、
大
切
に
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課　

山
田
）
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ら
は
、
「
選
手
と
一
緒
に

サ
ッ
カ
ー
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
。
」
「
助
け
合
う
こ
と
、
感
謝
を

伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

た
。
」
な
ど
の
感
想
が
多
く
、
サ
ッ

カ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、
選
手
た
ち

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
、
心
に
残
っ

た
よ
う
で
し
た
。

　

こ
の
活
動
で
学
ん
だ
気
持
ち
を
学

校
生
活
の
中
で
も
、
大
切
に
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課　

山
田
）

「
新
庄
宿
　
須
貝
邸
」

  

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」

　
　
　
　
　
　 

総
会
に
参
加

新
庄
村
自
衛
官
募
集

　
　
　
　
相
談
員
委
嘱
式

第
67
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

監
査
委
員
選
任

新
任
あ
い
さ
つ

「
人
権
ス
ポ
ー
ツ

　
　  

ふ
れ
あ
い
教
室
」
　

（2）令和元年7月19日発行第449号 広 報 新 庄（3）令和元年7月19日発行 第449号広 報 新 庄



黒
田
眞
路
さ
ん
に

  

中
国
地
区
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰

小
中
一
貫
教
育
校

　
　
　
　   

視
察
研
修
　

岡
山
県
通
所
付
添
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
養
成
講
習
受
講

　

６
月
19
日
、
自
力
で
は
サ
ロ
ン
な

ど
の
通
い
の
場
へ
の
通
所
が
困
難
な

利
用
者
に
対
し
て
、
地
域
住
民
が
車

で
移
動
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
岡
山
県
が
開
催
す
る
通
所

付
添
養
成
講
習
を
岡
山
県
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
で
受
講
し
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
11
名
の
参
加
が
あ
り
、
１

日
か
け
て
、
運
転
実
習
や
付
添
実
習

な
ど
の
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

  

今
後
は
、
通
所
付
添
の
仕
組
み
づ

く
り
を
行
い
、
実
際
の
活
動
を
行
う

予
定
で
す
。（

住
民
福
祉
課　

渡
辺
）

　

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
長
年
携

わ
っ
て
き
た
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
・
黒
田
眞
路
さ
ん
が
中
国
地

区
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
地
域
と
ス
ポ
ー
ツ
を
つ

な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
決
意
を
新
た
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
22
日
に
津
山
市
で
表
彰
式
が

あ
り
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
「
ス
ポ

ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
、
交
流
・

関
係
人
口
増
へ
の
責
務
を
果
た
し
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

（
教
育
委
員
会　

小
泉
）

 　

今
年
度
か
ら
小
中
一
貫
教
育
校
と

し
て
、
９
年
間
を
見
通
し
た
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
「
学
校
運
営
協
議
会
」
の
導
入

に
よ
り
保
護
者
や
地
域
の
声
を
学
校

に
届
け
や
す
く
す
る
こ
と
と
、
教
育

を
通
し
て
人
づ
く
り
に
積
極
的
に
参

画
し
て
も
う
ら
う
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
も
始
め
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

小
中
一
貫
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
、
現
在
課
題
と
な
っ
て
い
る
の

が
職
員
室
の
一
体
化
で
す
。
課
題
解

決
に
向
け
、
こ
の
度
鳥
取
県
に
あ
り

ま
す
湖
南
学
園
（
鳥
取
市
）
、
若
桜

学
園
（
若
桜
町
）
の
取
組
や
職
員
室

に
つ
い
て
お
伺
い
し
、
説
明
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

両
校
と
も
既
設
の
校
舎
の
一
部
を

建
て
増
し
し
、
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
に
工

夫
を
凝
ら
す
こ
と
で
空
間
づ
く
り
を

行
い
、
職
員
室
の
席
は
ブ
ロ
ッ
ク
別

に
配
置
さ
れ
、
空
き
教
室
も
有
効
利

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
「
新
し

い
文
化
は
職
員
室
で
つ
く
る
」
湖
南

学
園 

河
上
校
長
の
お
言
葉
で
す
。
子

ど
も
た
ち
や
地
域
の
未
来
を
考
え
な

が
ら
時
代
に
あ
っ
た
教
育
を
推
進
す

る
た
め
に
職
員
室
の
一
体
化
が
必
要

だ
と
再
認
識
し
た
視
察
で
し
た
。　

　

今
後
は
小
・
中
・
教
委
で
検
討
を

重
ね
、
実
施
に
向
け
て
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会　

山
田
）

村道田浪線改良工事(堂ヶ原地内)繰越含む
　事業量　Ｌ＝106.7ｍ　Ｗ＝5.5（7.0）ｍ
　事業費　84,240千円

町裏駐車場整備工事（町地内）
　事業量　Ａ＝615.6㎡　　事業費　11,070千円

桜生育環境整備工事　第1～4工区（町地内）
　事業量　Ｌ＝400.0ｍ　Ａ＝474㎡
　事業費　25,012千円

ふれあいセンター診療所屋根改修工事
　事業量　590㎡　　事業費10,800千円

古民家改修宿泊施設工事
　事業量　木造２階建　　事業費　47,520千円

空き家改修工事
　事業量　木造２階建　　事業費　8,544千円

村産材を活用した村営住宅整備事業
　事業量　木造平屋建　２棟
　事業費　29,312千円

平成３０年度  主  要  工  事
（4）令和元年7月19日発行第449号 広 報 新 庄（5）令和元年7月19日発行 第449号広 報 新 庄



黒
田
眞
路
さ
ん
に

  

中
国
地
区
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰

小
中
一
貫
教
育
校

　
　
　
　   

視
察
研
修
　

岡
山
県
通
所
付
添
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
養
成
講
習
受
講

　

６
月
19
日
、
自
力
で
は
サ
ロ
ン
な

ど
の
通
い
の
場
へ
の
通
所
が
困
難
な

利
用
者
に
対
し
て
、
地
域
住
民
が
車

で
移
動
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
岡
山
県
が
開
催
す
る
通
所

付
添
養
成
講
習
を
岡
山
県
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
で
受
講
し
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
11
名
の
参
加
が
あ
り
、
１

日
か
け
て
、
運
転
実
習
や
付
添
実
習

な
ど
の
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

  

今
後
は
、
通
所
付
添
の
仕
組
み
づ

く
り
を
行
い
、
実
際
の
活
動
を
行
う

予
定
で
す
。（

住
民
福
祉
課　

渡
辺
）

　

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
長
年
携

わ
っ
て
き
た
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
・
黒
田
眞
路
さ
ん
が
中
国
地

区
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
地
域
と
ス
ポ
ー
ツ
を
つ

な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
決
意
を
新
た
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
22
日
に
津
山
市
で
表
彰
式
が

あ
り
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
「
ス
ポ

ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
、
交
流
・

関
係
人
口
増
へ
の
責
務
を
果
た
し
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

（
教
育
委
員
会　

小
泉
）

 　

今
年
度
か
ら
小
中
一
貫
教
育
校
と

し
て
、
９
年
間
を
見
通
し
た
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
「
学
校
運
営
協
議
会
」
の
導
入

に
よ
り
保
護
者
や
地
域
の
声
を
学
校

に
届
け
や
す
く
す
る
こ
と
と
、
教
育

を
通
し
て
人
づ
く
り
に
積
極
的
に
参

画
し
て
も
う
ら
う
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
も
始
め
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

小
中
一
貫
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
、
現
在
課
題
と
な
っ
て
い
る
の

が
職
員
室
の
一
体
化
で
す
。
課
題
解

決
に
向
け
、
こ
の
度
鳥
取
県
に
あ
り

ま
す
湖
南
学
園
（
鳥
取
市
）
、
若
桜

学
園
（
若
桜
町
）
の
取
組
や
職
員
室

に
つ
い
て
お
伺
い
し
、
説
明
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

両
校
と
も
既
設
の
校
舎
の
一
部
を

建
て
増
し
し
、
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
に
工

夫
を
凝
ら
す
こ
と
で
空
間
づ
く
り
を

行
い
、
職
員
室
の
席
は
ブ
ロ
ッ
ク
別

に
配
置
さ
れ
、
空
き
教
室
も
有
効
利

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
「
新
し

い
文
化
は
職
員
室
で
つ
く
る
」
湖
南

学
園 

河
上
校
長
の
お
言
葉
で
す
。
子

ど
も
た
ち
や
地
域
の
未
来
を
考
え
な

が
ら
時
代
に
あ
っ
た
教
育
を
推
進
す

る
た
め
に
職
員
室
の
一
体
化
が
必
要

だ
と
再
認
識
し
た
視
察
で
し
た
。　

　

今
後
は
小
・
中
・
教
委
で
検
討
を

重
ね
、
実
施
に
向
け
て
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会　

山
田
）

村道田浪線改良工事(堂ヶ原地内)繰越含む
　事業量　Ｌ＝106.7ｍ　Ｗ＝5.5（7.0）ｍ
　事業費　84,240千円

町裏駐車場整備工事（町地内）
　事業量　Ａ＝615.6㎡　　事業費　11,070千円

桜生育環境整備工事　第1～4工区（町地内）
　事業量　Ｌ＝400.0ｍ　Ａ＝474㎡
　事業費　25,012千円

ふれあいセンター診療所屋根改修工事
　事業量　590㎡　　事業費　10,800千円

古民家改修宿泊施設工事
　事業量　木造２階建　　事業費　49,296千円

空き家改修工事
　事業量　木造２階建　　事業費　8,544千円

村産材を活用した村営住宅整備事業
　事業量　木造平屋建　２棟
　事業費　29,312千円

平成３０年度  主  要  工  事
（4）令和元年7月19日発行第449号 広 報 新 庄（5）令和元年7月19日発行 第449号広 報 新 庄



（6）令和元年7月19日発行第449号 広 報 新 庄（7）令和元年7月19日発行 第449号広 報 新 庄

ク
リ
ー
ン
作
戦
の
お
知
ら
せ

年  

金  

相  

談

　

消
費
税
率
の
10
％
へ
の
引
き
上
げ

が
低
所
得
者
や
小
さ
な
乳
幼
児
の
い

る
子
育
て
世
帯
の
消
費
に
与
え
る
影

響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に

お
け
る
消
費
を
喚
起
・
下
支
え
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
的
に
10

月
か
ら
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

新
庄
村
で
も
村
内
で
利
用
で
き
る

商
品
券
５
千
円
分
を
４
千
円
で
販
売

し
、
最
大
２
万
５
千
円
分
の
購
入
が

で
き
ま
す
。

対
象
者

①
２
０
１
９
年
度
の
住
民
税
（
均
等

　

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

　

た
だ
し
、
左
記
に
該
当
す
る
方
は

　

除
き
ま
す

・
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に

　

扶
養
さ
れ
て
い
る
方

　

（
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
、
扶

　

養
親
族
等
）

・
生
活
保
護
の
受
給
者
等

②
２
０
１
６
年
４
月
２
日
か
ら
２
０
１

　

９
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お

　

子
さ
ま
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主

　

対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
通
知
を
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

　

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
役
場
総
務
企

画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
総
務
企
画
課　

日
並
）

募
集
種
目

　

自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補

生
・
航
空
学
生

　

内
容
や
受
付
期
間
等
は
自
衛
隊
岡

山
地
方
協
力
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
は
、
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力

本
部 

津
山
出
張
所
（
０
８
６
８
|
２

２
|
５
６
３
７
）
ま
で

死
亡
届　
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
令
和
元
年
６
月
14
日

　

髙
島　

圭
子
（
満
72
歳
）

出
生
届　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
令
和
元
年
６
月
20
日

　

上
田　

泰
生
（
昌
生
・
由
真
）

　

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

　

８
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
　
時

　

８
月
８
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

　

８
月
22
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

場
　
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　

津
山
事
務
所 

お
客
様
相
談
室

　
　

０
８
６
８
|
31
|
２
３
６
０

　

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し

　
　

た
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番

　
　

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　
　

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願

　
　

い
し
ま
す
。

　

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

　
　

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、

　
　

保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
場
合
は

　
　

委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

　

美
し
い
自
然
を
守
り
、
快
適
な
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
一
斉

清
掃
活
動
（
ク
リ
ー
ン
作
戦
）
を
実

施
し
ま
す
。

　

村
民
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
　
時

　

８
月
４
日
（
日
）

　

午
前
８
時
か
ら
２
時
間
程
度

場
　
所

　

村
内
集
落
周
辺
の
道
路
や
河
川

内
　
容　

　

空
き
缶
・
ビ
ン
等
不
燃
物
・
紙
く

　

ず
等
可
燃
物
の
収
集

収
集
場
所

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
北
側
駐
車
場

　

午
前
10
時
ま
で
に
持
っ
て
き
て
く

　

だ
さ
い
。

※
小
雨
決
行
（
中
止
の
場
合
は
告
知

　

放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）

※
ゴ
ミ
は
分
別
し
、
空
き
缶
・
ビ
ン
・

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
洗
っ
て
く
だ
さ

　

い
。

※
家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ

　

さ
い
。

※
今
回
も
収
集
用
の
ご
み
袋
は
配
付

　

し
ま
せ
ん
。
家
庭
に
あ
る
袋
等
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

谷
川
）

　

今
年
か
ら
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
が

７
割
に
な
り
ま
し
た
。

　
①
新
庄
村
人
間
ド
ッ
ク
検
診
助
成

○
対
象
者　

・
満
40
歳
以
上
の
新
庄
村
国
民
健
康

保
険
加
入
者
及
び
後
期
高
齢
者
保

険
制
度
加
入
者

・
今
年
度
に
人
間
ド
ッ
ク
又
は
特
定

健
康
診
査
等
の
助
成
を
受
け
て
い

な
い
人

○
内
容

　

基
本
的
な
人
間
ド
ッ
ク
内
容
（
オ

プ
シ
ョ
ン
は
含
ま
な
い
）
の
検
診
費

の
７
割
を
助
成
し
ま
す
。
な
お
、
３

万
５
千
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

○
助
成
方
法

　

受
診
後
に
申
請
い
た
だ
く
こ
と
で

助
成
い
た
し
ま
す
。

②
新
庄
村
脳
ド
ッ
ク
検
診
助
成

○
対
象
者　

　

満
40
歳
以
上
の
村
民
（
人
間
ド
ッ

人
間
ド
ッ
ク・脳
ド
ッ
ク

  

助
成
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

陸・海・空
自
衛
官
募
集

                    

　
　
防
衛
省

《
戸
籍
の
動
き
》

令
和
元
年
６
月
受
付
分

ク
と
違
っ
て
、
加
入
の
医
療
保
険
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
）

○
内
容

　

脳
ド
ッ
ク
内
容
の
検
診
費
の
５
割

を
助
成
し
ま
す
。

○
助
成
方
法

　

人
間
ド
ッ
ク
と
同
様
、
受
診
後
に

申
請
い
た
だ
く
こ
と
で
助
成
い
た
し

ま
す
。

　

検
診
を
受
け
て
、
体
の
点
検
を
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
毎
年
、
村
で

行
う
検
診
の
受
診
が
難
し
い
方
は
是

非
ド
ッ
ク
検
診
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

実
施
病
院
や
予
約
方
法
な
ど
で
わ

か
ら
な
い
場
合
は
説
明
ま
た
は
予
約

を
お
取
り
し
ま
す
の
で
、
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
　
　

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

谷
川
）

　

７
月
24
日
（
水
）
10
時
〜
12
時
15

分
の
間
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
献

血
バ
ス
が
や
っ
て
来
ま
す
。
今
回
は

「
4
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
」
の

み
で
の
お
願
い
と
な
り
ま
す
。

〈
基
準
〉
男
性
17
歳
・
女
性
18
歳
以

上
（
共
に
体
重
50
キ
ロ
以
上
）
の
方

〈
献
血
年
齢
〉
69
歳
ま
で
（
65
歳
以

上
の
方
は
健
康
を
考
慮
し
、
60
〜
64

歳
で
献
血
経
験
が
あ
る
方
に
限
り
ま

す
）

〈
服
薬
を
さ
れ
て
い
る
方
〉
医
師
が

お
薬
の
名
前
を
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

名
前
が
わ
か
る
も
の
ご
指
示
く
だ
さ

い
。
な
お
、
血
圧
・
尿
酸
値
の
薬
の

服
用
基
準
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
お
一
人
で
も
多
く

の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

谷
川
）
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ク
リ
ー
ン
作
戦
の
お
知
ら
せ

年  

金  

相  

談

　

消
費
税
率
の
10
％
へ
の
引
き
上
げ

が
低
所
得
者
や
小
さ
な
乳
幼
児
の
い

る
子
育
て
世
帯
の
消
費
に
与
え
る
影

響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に

お
け
る
消
費
を
喚
起
・
下
支
え
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
的
に
10

月
か
ら
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

新
庄
村
で
も
村
内
で
利
用
で
き
る

商
品
券
５
千
円
分
を
４
千
円
で
販
売

し
、
最
大
２
万
５
千
円
分
の
購
入
が

で
き
ま
す
。

対
象
者

①
２
０
１
９
年
度
の
住
民
税
（
均
等

　

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

　

た
だ
し
、
左
記
に
該
当
す
る
方
は

　

除
き
ま
す

・
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に

　

扶
養
さ
れ
て
い
る
方

　

（
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
、
扶

　

養
親
族
等
）

・
生
活
保
護
の
受
給
者
等

②
２
０
１
６
年
４
月
２
日
か
ら
２
０
１

　

９
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お

　

子
さ
ま
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主

　

対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
通
知
を
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

　

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
役
場
総
務
企

画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
総
務
企
画
課　

日
並
）

募
集
種
目

　

自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補

生
・
航
空
学
生

　

内
容
や
受
付
期
間
等
は
自
衛
隊
岡

山
地
方
協
力
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
は
、
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力

本
部 

津
山
出
張
所
（
０
８
６
８
|
２

２
|
５
６
３
７
）
ま
で

死
亡
届　
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
令
和
元
年
６
月
14
日

　

髙
島　

圭
子
（
満
72
歳
）

出
生
届　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
令
和
元
年
６
月
20
日

　

上
田　

泰
生
（
昌
生
・
由
真
）

　

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

　

８
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
　
時

　

８
月
８
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（
木
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時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
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〜
15
時

　

８
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〜
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２
３
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０
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①
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②
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。
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。
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以
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及
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齢
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制
度
加
入
者

・
今
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度
に
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間
ド
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ク
又
は
特
定

健
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診
査
等
の
助
成
を
受
け
て
い

な
い
人
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内
容
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的
な
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間
ド
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ク
内
容
（
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プ
シ
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ン
は
含
ま
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）
の
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診
費

の
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を
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成
し
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す
。
な
お
、
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千
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と
し
ま
す
。

○
助
成
方
法

　

受
診
後
に
申
請
い
た
だ
く
こ
と
で

助
成
い
た
し
ま
す
。

②
新
庄
村
脳
ド
ッ
ク
検
診
助
成

○
対
象
者　

　

満
40
歳
以
上
の
村
民
（
人
間
ド
ッ

人
間
ド
ッ
ク・脳
ド
ッ
ク

  

助
成
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

陸・海・空
自
衛
官
募
集

                    

　
　
防
衛
省

《
戸
籍
の
動
き
》

令
和
元
年
６
月
受
付
分

ク
と
違
っ
て
、
加
入
の
医
療
保
険
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
）

○
内
容

　

脳
ド
ッ
ク
内
容
の
検
診
費
の
５
割

を
助
成
し
ま
す
。

○
助
成
方
法

　

人
間
ド
ッ
ク
と
同
様
、
受
診
後
に

申
請
い
た
だ
く
こ
と
で
助
成
い
た
し

ま
す
。

　

検
診
を
受
け
て
、
体
の
点
検
を
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
毎
年
、
村
で

行
う
検
診
の
受
診
が
難
し
い
方
は
是

非
ド
ッ
ク
検
診
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

実
施
病
院
や
予
約
方
法
な
ど
で
わ

か
ら
な
い
場
合
は
説
明
ま
た
は
予
約

を
お
取
り
し
ま
す
の
で
、
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
　
　

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

谷
川
）

　

７
月
24
日
（
水
）
10
時
〜
12
時
15

分
の
間
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
献

血
バ
ス
が
や
っ
て
来
ま
す
。
今
回
は

「
4
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
」
の

み
で
の
お
願
い
と
な
り
ま
す
。

〈
基
準
〉
男
性
17
歳
・
女
性
18
歳
以

上
（
共
に
体
重
50
キ
ロ
以
上
）
の
方

〈
献
血
年
齢
〉
69
歳
ま
で
（
65
歳
以

上
の
方
は
健
康
を
考
慮
し
、
60
〜
64

歳
で
献
血
経
験
が
あ
る
方
に
限
り
ま

す
）

〈
服
薬
を
さ
れ
て
い
る
方
〉
医
師
が

お
薬
の
名
前
を
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

名
前
が
わ
か
る
も
の
ご
指
示
く
だ
さ

い
。
な
お
、
血
圧
・
尿
酸
値
の
薬
の

服
用
基
準
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
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新庄小・中学校空調設備設置工事

梶岡建設(株)

28,500千円（30,780千円）

令和元年９月３０日

入 　札　 日

事 　業　 名

業 　者　 名

落札価格（契約金額）

工 　　　 期



あ
な
た
に
も
チ
ャ
ン
ス

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
公
募
中
で
す

あ
な
た
に
も
チ
ャ
ン
ス

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
公
募
中
で
す

お
元
気
で
す
か
？

「
塩
分
測
定
結
果
と

　  

健
康
ク
イ
ズ
の
回
答
」

濃　度 戸 数
１.６％以上
１.４%
１.２%
１.０%
０.８%
０.６%
０.４%未満
　　 合  計

０
０
４
３６
６８
７２
２２
２０２

８
月
は
北
方
領
土
返
還

運
動
全
国
強
調
月
間
で
す

８
月
は
北
方
領
土
返
還

運
動
全
国
強
調
月
間
で
す

お
か
や
ま
Ｕ
タ
ー
ン・

　
　

  

お
盆
移
住
相
談
会

お
か
や
ま
Ｕ
タ
ー
ン・

　
　

  

お
盆
移
住
相
談
会

北部高等技術専門校　訓練生募集内容

◆お申し込みは、最寄りのハローワークでご相談のうえ、ご応募ください。
◆問い合わせ先：岡山県北部高等技術専門校　０８６８－２６－１１２５

募 集 訓 練 科 名

募 集 期 間

試 験 日

訓 練 場 所

対 象

定 員

受 講 料

訓 練 期 間

パソコンワーク初級科

８月３０日～１０月８日

１０月１１日

勝央共同福祉施設（丘の上）

勝央町太平台３２－３

求職中の方

各１５人

無料（教材費などは別途必要）

１１月１日～翌年１月３１日

Ｗｅｂサイト制作科

８月３０日～１０月１６日

１０月２１日

津山圏域雇用労働センター

津山市山下９２－１

１１月６日～翌年４月３日

　

先
日
行
わ
れ
ま
し
た
「
健
康
ま
つ

り
」
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

み
そ
汁
（
汁
物
）
塩
分
測
定
に
つ

き
ま
し
て
は
、
2
0
2
戸
の
家
庭
か

ら
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

そ
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

１
．
０
％
以
上
だ
っ
た
ご
家
庭
は
、

今
一
度
塩
分
の
取
り
す
ぎ
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
１
．
０
％
以
下
だ
っ

た
ご
家
庭
は
、
今
の
濃
さ
を
継
続
し

つ
つ
、
汁
物
を
飲
む
回
数
は
１
日
１

　

東
京
五
輪
の
聖
火
リ
レ
ー
に
つ
い

て
、
岡
山
県
実
行
委
員
会
が
県
内
を

走
る
ラ
ン
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

県
内
全
市
町
村
か
ら
各
１
名
（
聖
火

が
通
過
す
る
12
市
町
は
２
名
）
が
選

ば
れ
ま
す
。

　

応
募
資
格
は
平
成
20
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
国
籍
、
性

別
は
問
い
ま
せ
ん
。
希
望
者
は
県
実

行
委
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で

き
る
応
募
用
紙
に
自
己
Ｐ
Ｒ
な
ど
の

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
過
去
に
居

住
し
て
い
た
り
、
現
時
点
で
所
属
す

る
職
場
や
学
校
が
あ
る
な
ど
、
何
ら

か
の
ゆ
か
り
が
あ
る
市
町
村
に
８
月

31
日
ま
で
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

新
庄
村
で
は
教
育
委
員
会
が
窓
口
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
県
内
の
聖
火
リ
レ
ー
は
来

年
５
月
に
開
催
さ
れ
、
岡
山
・
倉
敷

な
ど
12
市
町
の
旧
跡
名
所
を
舞
台
に
、

１
人
あ
た
り
2
0
0
メ
ー
ト
ル
ず
つ

走
り
ま
す
。
聖
火
で
列
島
を
つ
な
ぐ

と
い
う
一
生
に
一
度
の
経
験
を
村
民

の
皆
さ
ま
に
も
挑
戦
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
教
育
委
員
会　

小
泉
）

回
に
す
る
な
ど
、
飲
む
回
数
に
も
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

「
健
康
ク
イ
ズ
の
回
答
」

１
．
成
人
の
腸
（
小
腸
＋
大
腸
）
の

長
さ
は
？　
答
え
：
②
９
m

　

腸
内
環
境
を
整
え
て
、
適
切
な
便

を
出
し
ま
し
ょ
う
。
バ
ナ
ナ
状
の
柔

ら
か
さ
で
黄
色
に
近
い
ほ
ど
良
い
便

で
す
。

２
．
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
診
断
基
準
の
う
ち
、
ウ
エ
ス
ト
周

囲
径
は
女
性
が
何
㎝
以
上
？

答
え
：
③
90
㎝
以
上

　

内
臓
脂
肪
の
面
積
が
1
0
0
㎠
を

超
え
る
と
、
高
血
糖
・
脂
質
異
常
・

高
血
圧
の
合
併
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

こ
の
面
積
を
測
る
た
め
ウ
エ
ス
ト
周

囲
径
が
代
用
さ
れ
、
女
性
は
皮
下
脂

肪
が
蓄
積
さ
れ
や
す
い
こ
と
か
ら
、

90
㎝
以
上
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。

３
．
腎
臓
の
働
き
は
？

答
え
：
②
水
分
の
調
整

　

他
に
も
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
濾
過
す

る
役
割
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

塩
分
の
過
剰
摂
取
が
続
く
と
腎
臓
に

負
担
が
か
か
り
、
腎
不
全
等
の
病
気

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
①

ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
と
③
胆
汁
酸

（
脂
肪
を
分
解
す
る
消
化
酵
素
）
の

合
成
は
肝
臓
の
働
き
で
す
。
休
肝
日

を
し
っ
か
り
作
り
、
肝
臓
を
労
り
ま

し
ょ
う
。

４
．
冬
に
多
く
発
生
す
る
食
中
毒

は
？　
答
え
：
②
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

①
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
は
生
卵
か
ら
の
感

染
が
多
く
、
殻
に
菌
が
付
着
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
た
め
、
生
卵
を
食
す

場
合
は
し
っ
か
り
卵
を
洗
う
等
注
意

を
し
ま
し
ょ
う
。
③
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌

は
空
気
が
な
い
所
を
好
む
菌
で
缶
詰

等
に
発
生
し
ま
す
。

５
．
食
品
の
ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
の
う

ち
、
「
特
定
原
材
料
（
表
示
義

務
）
」
が
あ
る
食
品
は
ど
れ
？　

答
え
：
②
落
花
生
（
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
）

＋
え
び
、
か
に
、
小
麦
、
卵
、
そ
ば
、

乳
の
計
７
品
目
で
す
。
①
い
か
と
③

大
豆
は
「
特
定
原
材
料
に
準
じ
る
も

の
（
表
示
推
奨
）
」
で
、
20
品
目
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
正
解
者
は
45
名
で
し
た
。

ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
健
康
に
目
を
向
け
て
健
康
長

寿
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

大
塚
）

　

ふ
る
さ
と
岡
山
で
新
生
活
を
始
め

ま
せ
ん
か
？
入
場
無
料
、
予
約
不
要

（
希
望
者
は
事
前
申
込
可
能
）
、
Ｕ

タ
ー
ン
で
な
い
方
も
大
歓
迎
で
す
！

開
催
日
時

　

８
月
15
日
（
木
）
11
時
〜
16
時

開
催
場
所

  

岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
８
Ｆ
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
（
岡
山
市
北
区
奉
還

町
二
丁
目
２
番
１
号
）

対
象
者

　

岡
山
県
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
お
考
え

の
方
等

主
な
内
容
（
予
定
）

　

就
職
相
談
、
転
職
相
談
、
就
農
相

談
、
住
ま
い
の
相
談
、
県
総
合
相
談
、

市
町
村
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
中
山
間
・
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　

移
住
促
進
班
（
仁
科
）

　

０
８
６
|
２
２
６
|
７
８
６
２

　

択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
及
び

歯
舞
群
島
の
北
方
四
島
は
我
が
国
固

有
の
領
土
で
す
。

　

１
８
５
５
年
「
日
魯
通
好
条
約
」

が
結
ば
れ
、
択
捉
島
以
南
を
日
本
の

領
土
と
決
め
ま
し
た
が
、
１
９
４
５

年
に
ソ
連
に
不
法
占
拠
さ
れ
、
ソ
連

が
崩
壊
し
て
ロ
シ
ア
と
な
っ
た
現
在

も
そ
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

北
方
四
島
の
一
日
も
早
い
返
還
の

た
め
に
は
、
私
た
ち
み
ん
な
が
こ
の

問
題
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
世

論
を
結
集
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

北
方
領
土
の
早
期
返
還
実
現
に
向

け
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
〜
　
返
還
へ
　
世
代
を
越
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
な
ぐ
声
　
〜

問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

　

県
民
会
議

　

事
務
局
：
岡
山
県
総
合
政
策
局
公

　
　
　
　
　

聴
広
報
課
内

　

０
８
６
|
２
２
６
|
７
１
５
８

（8）令和元年7月19日発行第449号 広 報 新 庄（9）令和元年7月19日発行 第449号広 報 新 庄



あ
な
た
に
も
チ
ャ
ン
ス

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
公
募
中
で
す

あ
な
た
に
も
チ
ャ
ン
ス

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
公
募
中
で
す

お
元
気
で
す
か
？

「
塩
分
測
定
結
果
と

　  

健
康
ク
イ
ズ
の
回
答
」

濃　度 戸 数
１.６％以上
１.４%
１.２%
１.０%
０.８%
０.６%
０.４%未満
　　 合  計

０
０
４
３６
６８
７２
２２
２０２

８
月
は
北
方
領
土
返
還

運
動
全
国
強
調
月
間
で
す

８
月
は
北
方
領
土
返
還

運
動
全
国
強
調
月
間
で
す

お
か
や
ま
Ｕ
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ー
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移
住
相
談
会

お
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や
ま
Ｕ
タ
ー
ン・

　
　

  

お
盆
移
住
相
談
会

北部高等技術専門校　訓練生募集内容

◆お申し込みは、最寄りのハローワークでご相談のうえ、ご応募ください。
◆問い合わせ先：岡山県北部高等技術専門校　０８６８－２６－１１２５

募 集 訓 練 科 名

募 集 期 間

試 験 日

訓 練 場 所

対 象

定 員

受 講 料

訓 練 期 間

パソコンワーク初級科

８月３０日～１０月８日

１０月１１日

勝央共同福祉施設（丘の上）

勝央町太平台３２－３

求職中の方

各１５人

無料（教材費などは別途必要）

１１月１日～翌年１月３１日

Ｗｅｂサイト制作科

８月３０日～１０月１６日

１０月２１日

津山圏域雇用労働センター

津山市山下９２－１

１１月６日～翌年４月３日

　

先
日
行
わ
れ
ま
し
た
「
健
康
ま
つ

り
」
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

み
そ
汁
（
汁
物
）
塩
分
測
定
に
つ

き
ま
し
て
は
、
2
0
2
戸
の
家
庭
か

ら
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

そ
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

１
．
０
％
以
上
だ
っ
た
ご
家
庭
は
、

今
一
度
塩
分
の
取
り
す
ぎ
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
１
．
０
％
以
下
だ
っ

た
ご
家
庭
は
、
今
の
濃
さ
を
継
続
し

つ
つ
、
汁
物
を
飲
む
回
数
は
１
日
１

　

東
京
五
輪
の
聖
火
リ
レ
ー
に
つ
い

て
、
岡
山
県
実
行
委
員
会
が
県
内
を

走
る
ラ
ン
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

県
内
全
市
町
村
か
ら
各
１
名
（
聖
火

が
通
過
す
る
12
市
町
は
２
名
）
が
選

ば
れ
ま
す
。

　

応
募
資
格
は
平
成
20
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
国
籍
、
性

別
は
問
い
ま
せ
ん
。
希
望
者
は
県
実

行
委
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で

き
る
応
募
用
紙
に
自
己
Ｐ
Ｒ
な
ど
の

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
過
去
に
居

住
し
て
い
た
り
、
現
時
点
で
所
属
す

る
職
場
や
学
校
が
あ
る
な
ど
、
何
ら

か
の
ゆ
か
り
が
あ
る
市
町
村
に
８
月

31
日
ま
で
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

新
庄
村
で
は
教
育
委
員
会
が
窓
口
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
県
内
の
聖
火
リ
レ
ー
は
来

年
５
月
に
開
催
さ
れ
、
岡
山
・
倉
敷

な
ど
12
市
町
の
旧
跡
名
所
を
舞
台
に
、

１
人
あ
た
り
2
0
0
メ
ー
ト
ル
ず
つ

走
り
ま
す
。
聖
火
で
列
島
を
つ
な
ぐ

と
い
う
一
生
に
一
度
の
経
験
を
村
民

の
皆
さ
ま
に
も
挑
戦
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
教
育
委
員
会　

小
泉
）

回
に
す
る
な
ど
、
飲
む
回
数
に
も
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

「
健
康
ク
イ
ズ
の
回
答
」

１
．
成
人
の
腸
（
小
腸
＋
大
腸
）
の

長
さ
は
？　
答
え
：
②
９
m

　

腸
内
環
境
を
整
え
て
、
適
切
な
便

を
出
し
ま
し
ょ
う
。
バ
ナ
ナ
状
の
柔

ら
か
さ
で
黄
色
に
近
い
ほ
ど
良
い
便

で
す
。

２
．
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
診
断
基
準
の
う
ち
、
ウ
エ
ス
ト
周

囲
径
は
女
性
が
何
㎝
以
上
？

答
え
：
③
90
㎝
以
上

　

内
臓
脂
肪
の
面
積
が
1
0
0
㎠
を

超
え
る
と
、
高
血
糖
・
脂
質
異
常
・

高
血
圧
の
合
併
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

こ
の
面
積
を
測
る
た
め
ウ
エ
ス
ト
周

囲
径
が
代
用
さ
れ
、
女
性
は
皮
下
脂

肪
が
蓄
積
さ
れ
や
す
い
こ
と
か
ら
、

90
㎝
以
上
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。

３
．
腎
臓
の
働
き
は
？

答
え
：
②
水
分
の
調
整

　

他
に
も
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
濾
過
す

る
役
割
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

塩
分
の
過
剰
摂
取
が
続
く
と
腎
臓
に

負
担
が
か
か
り
、
腎
不
全
等
の
病
気

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
①

ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
と
③
胆
汁
酸

（
脂
肪
を
分
解
す
る
消
化
酵
素
）
の

合
成
は
肝
臓
の
働
き
で
す
。
休
肝
日

を
し
っ
か
り
作
り
、
肝
臓
を
労
り
ま

し
ょ
う
。

４
．
冬
に
多
く
発
生
す
る
食
中
毒

は
？　
答
え
：
②
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

①
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
は
生
卵
か
ら
の
感

染
が
多
く
、
殻
に
菌
が
付
着
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
た
め
、
生
卵
を
食
す

場
合
は
し
っ
か
り
卵
を
洗
う
等
注
意

を
し
ま
し
ょ
う
。
③
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌

は
空
気
が
な
い
所
を
好
む
菌
で
缶
詰

等
に
発
生
し
ま
す
。

５
．
食
品
の
ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
の
う

ち
、
「
特
定
原
材
料
（
表
示
義

務
）
」
が
あ
る
食
品
は
ど
れ
？　

答
え
：
②
落
花
生
（
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
）

＋
え
び
、
か
に
、
小
麦
、
卵
、
そ
ば
、

乳
の
計
７
品
目
で
す
。
①
い
か
と
③

大
豆
は
「
特
定
原
材
料
に
準
じ
る
も

の
（
表
示
推
奨
）
」
で
、
20
品
目
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
正
解
者
は
45
名
で
し
た
。

ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
健
康
に
目
を
向
け
て
健
康
長

寿
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

大
塚
）

　

ふ
る
さ
と
岡
山
で
新
生
活
を
始
め

ま
せ
ん
か
？
入
場
無
料
、
予
約
不
要

（
希
望
者
は
事
前
申
込
可
能
）
、
Ｕ

タ
ー
ン
で
な
い
方
も
大
歓
迎
で
す
！

開
催
日
時

　

８
月
15
日
（
木
）
11
時
〜
16
時

開
催
場
所

  

岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
８
Ｆ
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
（
岡
山
市
北
区
奉
還

町
二
丁
目
２
番
１
号
）

対
象
者

　

岡
山
県
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
お
考
え

の
方
等

主
な
内
容
（
予
定
）

　

就
職
相
談
、
転
職
相
談
、
就
農
相

談
、
住
ま
い
の
相
談
、
県
総
合
相
談
、

市
町
村
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
中
山
間
・
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　

移
住
促
進
班
（
仁
科
）

　

０
８
６
|
２
２
６
|
７
８
６
２

　

択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
及
び

歯
舞
群
島
の
北
方
四
島
は
我
が
国
固

有
の
領
土
で
す
。

　

１
８
５
５
年
「
日
魯
通
好
条
約
」

が
結
ば
れ
、
択
捉
島
以
南
を
日
本
の

領
土
と
決
め
ま
し
た
が
、
１
９
４
５

年
に
ソ
連
に
不
法
占
拠
さ
れ
、
ソ
連

が
崩
壊
し
て
ロ
シ
ア
と
な
っ
た
現
在

も
そ
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

北
方
四
島
の
一
日
も
早
い
返
還
の

た
め
に
は
、
私
た
ち
み
ん
な
が
こ
の

問
題
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
世

論
を
結
集
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

北
方
領
土
の
早
期
返
還
実
現
に
向

け
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
〜
　
返
還
へ
　
世
代
を
越
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
な
ぐ
声
　
〜

問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

　

県
民
会
議

　

事
務
局
：
岡
山
県
総
合
政
策
局
公

　
　
　
　
　

聴
広
報
課
内

　

０
８
６
|
２
２
６
|
７
１
５
８
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真
庭
市
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

真
庭
市
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

夏
季
真
庭
サ
ッ
カ
ー
大
会

夏
季
真
庭
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
　
　

（
教
育
委
員
会　

多
久
間
）

　

６
月
２
日
（
日
）
に
、
真
庭
市
白

梅
体
育
館
に
て
「
第
３
回
真
庭
市
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
３
チ

ー
ム
出
場
）
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
「
新
庄
ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
」
の
３

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
庄
チ
ー
ム
は
、
６
年

生
が
２
人
、
入
団
し
た
ば
か
り
の
１

年
生
が
１
人
の
チ
ー
ム
構
成
で
、
保

　

6
月
23
日
（
日
）
に
、
蒜
山
高
原

ス
ポ
ー
ツ
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
に
て
開

催
さ
れ
た
第
50
回
夏
季
真
庭
サ
ッ
カ

ー
大
会
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
「
新
庄
Ｆ
Ｃ
」
の
８
名
が
高
学

年
の
部
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
庄
チ
ー
ム
は
、
毎
週
土
曜
日
の

通
常
練
習
と
、
毎
週
火
曜
日
の
ナ
イ

タ
ー
練
習
を
行
い
、
今
大
会
に
挑
み

ま
し
た
。

　

１
試
合
目
の
蒜
山
チ
ー
ム
、
２
試

合
目
の
美
川
チ
ー
ム
と
の
対
戦
は
と

も
に
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

日
々
の
練
習
の
成
果
が
表
れ
た
プ
レ

ー
を
い
く
つ
か
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
子
ど
も
達

へ
の
熱
心
な
応
援
だ
け
で
な
く
、
会

場
へ
の
送
迎
、
準
備
、
片
づ
け
な
ど

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

指
導
者
の
皆
様
に
は
、
大
会
運
営

や
審
判
に
加
え
、
日
頃
か
ら
熱
心
な

ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
活
動
に
、
ご
支
援
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

護
者
の
方
が
選
手
と
し
て
参
加
し
、

試
合
に
挑
み
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
各
チ
ー
ム
２
戦
ず
つ
総

当
た
り
で
行
わ
れ
、
新
庄
チ
ー
ム
は
、

４
試
合
中
２
勝
を
挙
げ
、
２
位
の
成

績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

６
年
生
の
２
人
は
声
を
出
し
合
い
、

チ
ー
ム
を
た
く
ま
し
く
引
っ
張
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
初
め
て
試
合
に
参
加

し
た
１
年
生
も
緊
張
や
不
安
の
中
、

最
後
ま
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
早
朝
よ
り

送
迎
や
試
合
へ
の
参
加
、
応
援
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

指
導
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ

り
熱
心
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
庄
村
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
と
も
に
新
規
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
い
つ

で
も
体
験
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

体
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
務

局
（
多
久
間
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
　
　

（
教
育
委
員
会　

多
久
間
）

今
月
の
俳
句
　
（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）

池
の
鯉
水
路
も
出
入
り
迎
え
梅
雨 

田
中
　
寛
一

晩
酌
の
爪
は
黒
黒
田
草
取 

湯
浅
　
芳
郎

こ
れ
宝
写
真
を
選
ぶ
夏
至
の
夜 

大
月
　
幸
子

シ
ャ
ン
プ
ー
を
香
ら
せ
て
行
く
更
衣 

金
盛
　
啓
子

　現在お持ちの被保険者証の有効期限は令和元年７月３１日です。

○被保険者証の更新
　新しい後期高齢者医療被保険者証（被保険者証）
は、７月下旬に送付いたします。８月以降に医療機関
などで受診される際には、必ず新しい被保険者証を窓
口に提示してください。
　
○一部負担金の割合の見直し
　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の割合は、
所得区分に応じて決まります。所得区分は前年の所得
によるため、割合が変更になる場合があります。

【一部負担金の割合】
　　  現　役　並　み　所　得　者　･･･　３割
　　   一般・低所得者Ⅱ・低所得者Ⅰ　･･･　１割

【所得区分】

【問い合せ先】
　新庄村役場住民福祉課　　電話（０８６７）５６－２６４６
　岡山県後期高齢者医療広域連合　　電話（０８６）２４５－００９０

【後期高齢者医療】
被保険者証の更新について

見本

見本

※新しい被保険者証は青色です。

住民税の課税所得（各種控除後）が１４５万円以上の被保険者及び同世帯の
被保険者※。
ただし、次の要件に該当する場合には、申請により１割負担となります。
・世帯内の被保険者が１人であり、収入額が３８３万円未満
・世帯内の被保険者が２人以上であり、収入額の合計が５２０万円未満
・世帯内の被保険者が１人で、世帯内の７０歳以上７５歳未満の人も含めた
　収入額の合計が５２０万円未満
※昭和２０年１月２日以降生まれの被保険者及びその属する世帯の被保険者
については、旧ただし書き所得（総所得から基礎控除３３万円を差し引いた
額）の合計が２１０万円以下の場合は１割負担となります。
現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の人
世帯の全員が住民税非課税の人（低所得者Ⅰ以外の人）
・世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の所得（年金の所得控除額は８０
　万円として計算）が０円となる人
・世帯の全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給している人

現 役 並 み
所 得 者

一 般
低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ
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真
庭
市
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

真
庭
市
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

夏
季
真
庭
サ
ッ
カ
ー
大
会

夏
季
真
庭
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
　
　

（
教
育
委
員
会　

多
久
間
）

　

６
月
２
日
（
日
）
に
、
真
庭
市
白

梅
体
育
館
に
て
「
第
３
回
真
庭
市
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
３
チ

ー
ム
出
場
）
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
「
新
庄
ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
」
の
３

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
庄
チ
ー
ム
は
、
６
年

生
が
２
人
、
入
団
し
た
ば
か
り
の
１

年
生
が
１
人
の
チ
ー
ム
構
成
で
、
保

　

6
月
23
日
（
日
）
に
、
蒜
山
高
原

ス
ポ
ー
ツ
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
に
て
開

催
さ
れ
た
第
50
回
夏
季
真
庭
サ
ッ
カ

ー
大
会
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
「
新
庄
Ｆ
Ｃ
」
の
８
名
が
高
学

年
の
部
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
庄
チ
ー
ム
は
、
毎
週
土
曜
日
の

通
常
練
習
と
、
毎
週
火
曜
日
の
ナ
イ

タ
ー
練
習
を
行
い
、
今
大
会
に
挑
み

ま
し
た
。

　

１
試
合
目
の
蒜
山
チ
ー
ム
、
２
試

合
目
の
美
川
チ
ー
ム
と
の
対
戦
は
と

も
に
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

日
々
の
練
習
の
成
果
が
表
れ
た
プ
レ

ー
を
い
く
つ
か
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
子
ど
も
達

へ
の
熱
心
な
応
援
だ
け
で
な
く
、
会

場
へ
の
送
迎
、
準
備
、
片
づ
け
な
ど

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

指
導
者
の
皆
様
に
は
、
大
会
運
営

や
審
判
に
加
え
、
日
頃
か
ら
熱
心
な

ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
活
動
に
、
ご
支
援
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

護
者
の
方
が
選
手
と
し
て
参
加
し
、

試
合
に
挑
み
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
各
チ
ー
ム
２
戦
ず
つ
総

当
た
り
で
行
わ
れ
、
新
庄
チ
ー
ム
は
、

４
試
合
中
２
勝
を
挙
げ
、
２
位
の
成

績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

６
年
生
の
２
人
は
声
を
出
し
合
い
、

チ
ー
ム
を
た
く
ま
し
く
引
っ
張
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
初
め
て
試
合
に
参
加

し
た
１
年
生
も
緊
張
や
不
安
の
中
、

最
後
ま
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
早
朝
よ
り

送
迎
や
試
合
へ
の
参
加
、
応
援
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

指
導
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ

り
熱
心
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
庄
村
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
と
も
に
新
規
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
い
つ

で
も
体
験
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

体
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
務

局
（
多
久
間
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
　
　

（
教
育
委
員
会　

多
久
間
）

今
月
の
俳
句
　
（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）

池
の
鯉
水
路
も
出
入
り
迎
え
梅
雨 

田
中
　
寛
一

晩
酌
の
爪
は
黒
黒
田
草
取 

湯
浅
　
芳
郎

こ
れ
宝
写
真
を
選
ぶ
夏
至
の
夜 

大
月
　
幸
子

シ
ャ
ン
プ
ー
を
香
ら
せ
て
行
く
更
衣 

金
盛
　
啓
子

　現在お持ちの被保険者証の有効期限は令和元年７月３１日です。

○被保険者証の更新
　新しい後期高齢者医療被保険者証（被保険者証）
は、７月下旬に送付いたします。８月以降に医療機関
などで受診される際には、必ず新しい被保険者証を窓
口に提示してください。
　
○一部負担金の割合の見直し
　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の割合は、
所得区分に応じて決まります。所得区分は前年の所得
によるため、割合が変更になる場合があります。

【一部負担金の割合】
　　  現　役　並　み　所　得　者　･･･　３割
　　   一般・低所得者Ⅱ・低所得者Ⅰ　･･･　１割

【所得区分】

【問い合せ先】
　新庄村役場住民福祉課　　電話（０８６７）５６－２６４６
　岡山県後期高齢者医療広域連合　　電話（０８６）２４５－００９０

【後期高齢者医療】
被保険者証の更新について

見本

見本

※新しい被保険者証は青色です。

住民税の課税所得（各種控除後）が１４５万円以上の被保険者及び同世帯の
被保険者※。
ただし、次の要件に該当する場合には、申請により１割負担となります。
・世帯内の被保険者が１人であり、収入額が３８３万円未満
・世帯内の被保険者が２人以上であり、収入額の合計が５２０万円未満
・世帯内の被保険者が１人で、世帯内の７０歳以上７５歳未満の人も含めた
　収入額の合計が５２０万円未満
※昭和２０年１月２日以降生まれの被保険者及びその属する世帯の被保険者
については、旧ただし書き所得（総所得から基礎控除３３万円を差し引いた
額）の合計が２１０万円以下の場合は１割負担となります。
現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の人
世帯の全員が住民税非課税の人（低所得者Ⅰ以外の人）
・世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の所得（年金の所得控除額は８０
　万円として計算）が０円となる人
・世帯の全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給している人

現 役 並 み
所 得 者

一 般
低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

（10）令和元年7月19日発行第449号 広 報 新 庄（11）令和元年7月19日発行 第449号広 報 新 庄



　

５
月
30
日
に
今
年
度
第
１
回
の
理

事
会
を
開
催
し
、
平
成
30
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
・
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
（
理
事
・
監
事
）
及
び
欠
員

の
評
議
員
の
推
薦
・
定
時
評
議
員
会

の
日
程
等
を
審
議
し
、
原
案
通
り
可

決
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
24
日
に
は
、
評
議
員

会
を
開
催
し
、
平
成
30
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
・
任
期
満
了
に
伴
う

理
事
の
選
任
つ
い
て
審
議
し
、
原
案

通
り
可
決
承
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後

理
事
会
を
開
催
し
、
会
長
・
副
会
長

２
名
を
理
事
の
互
選
に
よ
り
決
定
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

会　

長
（
理
事
）
小
倉　

博
俊

　

副
会
長
（
理
事
）
高
村　

昌
子

　

副
会
長
（
理
事
）
坂
本　

英
典

　

理　

事　
　
　
　

磯
田　

博
基

　
　

〃　
　
　
　
　

香
山　

康
永

　
　

〃　
　
　
　
　

横
山　

政
友

　
　

〃　
　
　
　
　

西
村　

和
仁

　
　

〃　
　
　
　
　

清
川　

秀
夫

　

監　

事　
　
　
　

園
山　

重
充

　
　

〃　
　
　
　
　

磯
田　

昌
貴

　

６
月
11
日
評
議
員
選
任
・
解
任
委

員
会
を
開
催
し
、
理
事
会
で
推
薦
さ

れ
た
欠
員
３
名
の
評
議
員
の
選
任
に

つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
次
の

方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。   

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

評
議
員　
　
　

八
藤　

睦
子

　
　

〃　
　
　
　

三
船
八
寿
子

　
　

〃　
　
　
　

池
田　

実
篤

　

６
月
の
活
動
状
況

６
日　

花
壇
・
農
園
草
取
り

　
　
　
　
　
　

（
女
性
部
６
名
）

14
日　

県
老
連
定
時
評
議
員
会

　
　
　
　
　
　

（
岡
山
市　

１
名
）

19
日　

第
１
回
奉
仕
作
業

　
　
　
　
　
　

（
会
員
61
名
）

　

平
成
31
（
令
和
元
）
年
度

　
　
　

第
１
回
奉
仕
作
業

　

今
年
度
１
回
目
の
奉
仕
作
業
を
６

月
19
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は

他
の
行
事
と
重
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
61
名
の
会
員
が
集
い
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

理
事
会・評
議
員
会
開
催

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
紹
介

評
議
員
選
任・解
任
委
員
会
開
催

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

jjjj

jjjj

j
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j
j
j
j
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j
j
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j
j
j
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j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
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j
j
j
j

j
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j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j

社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　

５
６―

２
０
０
１

各
自
道
具
を
持
ち
寄
り
、
情
報
交
換

も
し
な
が
ら
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
周

辺
の
草
刈
り
・
草
取
り
・
清
掃
作
業

に
励
み
ま
し
た
。

　

８
月
の
行
事
予
定

９
日　

美
作
地
区
老
連
会
長
・
事

　
　
　

務
局
合
同
会
議
（
鏡
野
町
）

23
日　

高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修

　
　
　

会　
　
　
　
　

（
津
山
市
）

　

新
庄
村
の
田
植
え
も
ほ
ぼ
終
わ
っ

た
、
６
月
18
日
に
新
庄
産
の
ひ
め
の

も
ち
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
餅
粉
と
、

と
り
た
て
の
熊
笹
を
使
っ
て
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
柏
餅
を
作
り

ま
し
た
。

  

利
用
者
の
方
々

か
ら
「
昔
は
し
ろ

み
て
に
、
皆
で
柏

餅
を
作
っ
て
食
べ

て
い
た
。
」
し
ろ

み
て
に
は
、
苗
代

が
満
て
る
、
田
植
え
が
終
わ
っ
た
と

い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

生
地
を
手
早
く
丸
め
ら
れ
、
あ
ん

こ
を
包
み
、
笹
で
は
さ
ん
で
、
あ
っ

と
い
う
間
に
完
成
し
ま
し
た
。
作
り

な
が
ら
、
「
昔
は
た
ー
ん
と
作
り
ょ

ー
た
な
あ
」
「
今
と
な
っ
て
は
１
人

で
は
作
れ
な
い
け
ど
、
こ
ん
な
風
に

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
作
れ
ば
え
ー
な

ー
」
な
ど
と
、
話
に
も
花
が
咲
き
ま

し
た
。
蒸
し
た
て

の
柏
餅
は
、
柔
ら

か
く
て
と
て
も
美

味
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
は
、
家
で
は
、
な
か
な
か
で
き

な
く
な
っ
た
こ
と
も
、
こ
こ
に
来
れ

ば
で
き
る
と
い
う
活
動
に
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
ご
寄
付
】

　
　
　
　
　

６
月
１
日
〜
６
月
30
日

　

新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
香
典
返
し

　

髙
島　

昌
司　

様

　
　

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

岡山働き方改革推進支援センターの御案内

就業規則の作成変更
労働関係助成金の活用
などもアドバイスします！

　　　働き方改革推進支援センター（厚生労働省岡山労働局委託事業）で

　　　　「３６協定について詳しく知りたい」

　　　　「非正規の方の待遇をよくしたい」

　　　　「助成金を活用したいが、利用できる助成金が分からない」

　　といったお悩みを持つ事業主の方からの御相談を無料でお受けします。

　御希望に応じて、専門家が直接企業に訪問し、労働時間管理のノウハウや

賃金制度の見直し等に関するコンサルティングも実施します。

　ぜひ、お電話、FAXでお気軽に御相談ください。

ご連絡先 TEL. 0120-947-188　　FAX. 086-206-2027
岡山市北区厚生町3丁目１番15号 岡山商工会議所内　
受付時間：９時～17時（土・日・祝日を除く）
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５
月
30
日
に
今
年
度
第
１
回
の
理

事
会
を
開
催
し
、
平
成
30
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
・
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
（
理
事
・
監
事
）
及
び
欠
員

の
評
議
員
の
推
薦
・
定
時
評
議
員
会

の
日
程
等
を
審
議
し
、
原
案
通
り
可

決
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
24
日
に
は
、
評
議
員

会
を
開
催
し
、
平
成
30
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
・
任
期
満
了
に
伴
う

理
事
の
選
任
つ
い
て
審
議
し
、
原
案

通
り
可
決
承
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後

理
事
会
を
開
催
し
、
会
長
・
副
会
長

２
名
を
理
事
の
互
選
に
よ
り
決
定
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

会　

長
（
理
事
）
小
倉　

博
俊

　

副
会
長
（
理
事
）
高
村　

昌
子

　

副
会
長
（
理
事
）
坂
本　

英
典

　

理　

事　
　
　
　

磯
田　

博
基

　
　

〃　
　
　
　
　

香
山　

康
永

　
　

〃　
　
　
　
　

横
山　

政
友

　
　

〃　
　
　
　
　

西
村　

和
仁

　
　

〃　
　
　
　
　

清
川　

秀
夫

　

監　

事　
　
　
　

園
山　

重
充

　
　

〃　
　
　
　
　

磯
田　

昌
貴

　

６
月
11
日
評
議
員
選
任
・
解
任
委

員
会
を
開
催
し
、
理
事
会
で
推
薦
さ

れ
た
欠
員
３
名
の
評
議
員
の
選
任
に

つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
次
の

方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。   

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

評
議
員　
　
　

八
藤　

睦
子

　
　

〃　
　
　
　

三
船
八
寿
子

　
　

〃　
　
　
　

池
田　

実
篤

　

６
月
の
活
動
状
況

６
日　

花
壇
・
農
園
草
取
り

　
　
　
　
　
　
　

（
女
性
部
６
名
）

14
日　

県
老
連
定
時
評
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　

（
岡
山
市
１
名
）

19
日　

第
１
回
奉
仕
作
業

　
　
　
　
　
　
　

（
会
員
61
名
）

　

平
成
31
（
令
和
元
）
年
度

　
　
　

第
１
回
奉
仕
作
業

　

今
年
度
１
回
目
の
奉
仕
作
業
を
６

月
19
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は

他
の
行
事
と
重
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
61
名
の
会
員
が
集
い
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

理
事
会・評
議
員
会
開
催

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
紹
介

評
議
員
選
任・解
任
委
員
会
開
催

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て
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社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　

５
６―

２
０
０
１

各
自
道
具
を
持
ち
寄
り
、
情
報
交
換

も
し
な
が
ら
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
周

辺
の
草
刈
り
・
草
取
り
・
清
掃
作
業

に
励
み
ま
し
た
。

　

８
月
の
行
事
予
定

９
日　

美
作
地
区
老
連
会
長
・
事

　
　
　

務
局
合
同
会
議
（
鏡
野
町
）

23
日　

高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修

　
　
　

会　
　
　
　
　

（
津
山
市
）

　

新
庄
村
の
田
植
え
も
ほ
ぼ
終
わ
っ

た
、
６
月
18
日
に
新
庄
産
の
ひ
め
の

も
ち
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
餅
粉
と
、

と
り
た
て
の
熊
笹
を
使
っ
て
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
柏
餅
を
作
り

ま
し
た
。

  
利
用
者
の
方
々

か
ら
「
昔
は
し
ろ

み
て
に
、
皆
で
柏

餅
を
作
っ
て
食
べ

て
い
た
。
」
し
ろ

み
て
に
は
、
苗
代

が
満
て
る
、
田
植
え
が
終
わ
っ
た
と

い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

生
地
を
手
早
く
丸
め
ら
れ
、
あ
ん

こ
を
包
み
、
笹
で
は
さ
ん
で
、
あ
っ

と
い
う
間
に
完
成
し
ま
し
た
。
作
り

な
が
ら
、
「
昔
は
た
ー
ん
と
作
り
ょ

ー
た
な
あ
」
「
今
と
な
っ
て
は
１
人

で
は
作
れ
な
い
け
ど
、
こ
ん
な
風
に

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
作
れ
ば
え
ー
な

ー
」
な
ど
と
、
話
に
も
花
が
咲
き
ま

し
た
。
蒸
し
た
て

の
柏
餅
は
、
柔
ら

か
く
て
と
て
も
美

味
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
は
、
家
で
は
、
な
か
な
か
で
き

な
く
な
っ
た
こ
と
も
、
こ
こ
に
来
れ

ば
で
き
る
と
い
う
活
動
に
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
ご
寄
付
】

　
　
　
　
　

６
月
１
日
〜
６
月
30
日

　

新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
香
典
返
し

　

髙
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岡山働き方改革推進支援センターの御案内

就業規則の作成変更
労働関係助成金の活用
などもアドバイスします！

　　　働き方改革推進支援センター（厚生労働省岡山労働局委託事業）で

　　　　「３６協定について詳しく知りたい」

　　　　「非正規の方の待遇をよくしたい」

　　　　「助成金を活用したいが、利用できる助成金が分からない」

　　といったお悩みを持つ事業主の方からの御相談を無料でお受けします。

　御希望に応じて、専門家が直接企業に訪問し、労働時間管理のノウハウや

賃金制度の見直し等に関するコンサルティングも実施します。

　ぜひ、お電話、FAXでお気軽に御相談ください。

ご連絡先 TEL. 0120-947-188　　FAX. 086-206-2027
岡山市北区厚生町3丁目１番15号 岡山商工会議所内　
受付時間：９時～17時（土・日・祝日を除く）
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い ず み

　５月29日（水）から31日（金）で５・６
年生が渋川青年の家で海事研修を行いま
した。好天に恵まれ、予定していた全て
のメニューを体験することができました。
　初日には『スコア・オリエンテーリング』
『いかだ遊び』、２日目に『カッター』『シ
ーカヤック』、３日目には『地引網』と盛
りだくさんの内容でしたが、それぞれ楽
しく、そして一生懸命に取り組みました。
特にカッターでは今までに使ったことが
ないくらいの全力を出し切って漕ぐこと
ができました。潮の流れが反対で難しい状況の中、４キロメートルを漕ぎ切りました。
さすがです。
　また、部屋でのクラスメートとの和やかな時間や、他校の子どもとの交流の時間も、
たくさんとることができました。
　自然と触れ合い、友達と触れ合い、貴重な２泊３日の学習になりました。

（新庄小学校　岡田）

　６月５日（水）～７日（金）の３日間、天気
に恵まれる中、新庄中学校３年生が沖縄修学
旅行に行ってきました。
　１日目はひめゆりの塔での平和学習、平和
祈念公園では平和集会、そして糸数壕ではガ
イドの方から当時のお話を伺い、戦争と平和
について学び・考える１日となりました。
　２日目は午前中に美ら海水族館に行き、美
しい海の生物たちと出会い、興味深く観察を
していました。午後からは伊江島に渡り、民
泊先で沖縄の青い海を満喫するだけでなく文
化・歴史に触れ思い出深い１日となりました。
　３日目は本校に似た学校環境を持つ伊豆味中学校に迎えていただき、全校生徒と交流
学習を行いました。交流学習ではお互いの学校や総合学習の紹介に続いて、混合チーム
によるレクリエーションが行われました。初めは緊張した姿も見られましたが、打ち解
けるにつれて両校共に意見を出し合うなど活発な姿が見られ盛り上がりました。その後、
首里城を見学し沖縄の歴史について学び、ユイレールを利用して奇跡の１マイルとも呼
ばれる国際通りに移動し、沖縄の郷土品や食文化に触れることができました。

（新庄中学校　河井）

～沖縄から新庄を考える～

ちゅ

い え じ ま

小学校だより小学校だより 渋川海事研修渋川海事研修

3年生修学旅行3年生修学旅行中学校だより中学校だより
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